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　Via　an　endoscope，　active　charcoal－adsorbed　Lentinan，　Lentinan，　and　active　charcoal　were　locally
applied　to　foci　in　65　patients　with　curatively　resectable　gastric　cancer　before　surgery，　in　an　attempt
to　improve　antitumoral　activity　of　lymphocytes　on　the　regional　lymphnodes　and　to　prevent
malignant　disease　course　progression．　The　resulting　immune　response　was　then　evaluated　by
determining　the　functions　of　group　T　lymph　nodes　by　measuring　the　ratio　of　the　composition　of
various　T　cell　subgroups，　IL－2　production，　LAK　cell　activity，　and　NK　cell　activity．　Lentinan
reinforced　with　adsorptive　active　charcoal　particles　had　superior　high　lymph　specificity　and　exerted
a　slow－release　effect　by　accumulating　in　the　regional　lymphnodes　via　the　lymph　flow．　ln　addition，
this　type　of　Lentinan　proved　more　effective　than　locally　or　systemically　applied　Lentinan　for
increasing　the　immunological　competence　of　group　1　lymph　nodes　and　raising　lymphocyte
antitumoral　activity．　Thus，　supplementing　Lentinan　with　adsorptive　active　charcoal　particles　and
locally　applying　it　may　be　eeffective　for　preventing　tumor　metastasis．
1．緒 言
　癌に対する治療法として外科療法，化学療法，放
射線療法に次ぐ第4の治療法として免疫療法が注目
されている．近年，種々の免疫賦活剤を内視鏡下に
腫瘍周囲に局注し腫瘍を縮小させ，その所属リンパ
節リンパ球を活性化し，免疫能を賦活化させ転移を
予防しようという研究が試みられている．抗癌剤の
腫瘍周囲への局注と異なり，β（1→3）Glucanを有
する中性多糖類は組織障害性を有していないた
め1），組織内に注入した場合，組織の壊死に起因する
出血，穿孔等を起こしにくいことが確認されている．
本研究は従来全身投与されていたレンチナンを活性
炭に吸着させ，胃癌病巣周囲に術前内視鏡下に局注
（1992年2月3日受付，1992年2月10日受理）
Key　words：胃癌（gastric　cancer），微粒子活性炭吸着β（1→3）Glucan（active　charcoal－adsorbedβ（1→3）
Glucan），局所注入（local　applying），　Tリンパ球サブセット（T　lymphocyte　subsets），　IL・2産生能（IL－2
production）
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写真1：微粒子活性炭吸着レンチナン
　　　の局注
　　　　　　　　　　　　　紬’層
難・’
　　　　繋駕驚嚢麟簸講藻
　　　写真3：胃組織所見（HE染色×40）
　　　　　　　粘膜下層及び筋層の一部に
　　　　　　　微粒子活性炭を認める．
写真2：微粒子活性炭移行リンパ節
　　　　（開腹時）
写真4：リンパ節組織所見
　　　　（HE染色×100）
．
し，所属リンパ節に集積させた．この際，惹起され
る免疫応答を所属リンパ節内リンパ球の機能面より
検討を行った．
II．研究対象
　本教室で手術を施行した治癒切除可能であった胃
癌患者65例を対象とした．対象例は『胃癌取扱い規
約』2）に準じ，組織学的リンパ節転移により分類し
た．
III．研究方法
　1．活性炭吸着β（1→3）Glucanの作製
　免疫賦活剤としてβ（1→3）Glucan（レンチナ
ン）を使用した．レンチナンの抗腫瘍作用は宿主仲
介性で，細胞障害性マクロファージ，細胞障害性T
リンパ球の誘導作用，NK活性の誘導増強，抗体依
存性マクロファージ仲介性細胞障害作用，LAK活
性の増強，IL－2産生能の増強などが報告されてい
る3）．
　種麹時に活性炭懸濁液（森下製薬社製）4m1にレ
ンチナン3mgを混合し，炭素粒子にレンチナンを
吸着させた．混合1分後には約95％のレンチナンが
吸着されることが濃度測定により確認された．
　2．投与方法
　A群（16例）は術前10から14日に01ympus　GIF
XQ　200型内視鏡と注射用Olympus　NM－11　L針を
用いて，レンチナン3mgを微粒子活性炭4mlに吸
着させたものを癌周囲の粘膜下に2から4カ所局注
した（写真1）．B群（19項目は同様に，レンチナン
3mgのみを局注した．　C群（17例）は微粒子活性
炭4m1のみを局注した．　D群（13例）は術前10か
ら14日にレンチナン3mgを経静脈的に全身投与
した．
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表1各種モノクローナル抗体に対するT細胞亜群の種類 表2対象とした胃癌症例の内訳
CD4’　CD45RA’　：　suppressor　inducer　T　cell
CD4＋CD45RA－
CDIIB＋　CD8＋
CDIlB－CD8＋
　helper　inducer　T　cell
：　suppressor　T　cell
：　Cytotoxic　T　cell
　3．　リンパ節採取法
　手術中に肉眼的に転移陰性のリンパ節で，かつ，
A群・C群では活性炭を取り込んでいる第1群のリ
ンパ節（写真2）を採取し，摘出リンパ節を無菌的に
中央で半切して一方を免疫学的検討を行い，もう一
方をHematoxylin－Eosin（H－E）染色後病理組織検
査により転移の無い事を確認した（写真3，4）．
　4．免疫能の測定法
　1）リンパ節内リンパ球サブセットの測定
　採取後半切したリンパ節をフード内において無菌
的に眼科用尖刀で細片し，ナイロンメッシュを通し
てRPMI　1640液に浮遊させた．さらに，末梢血に
準じ比重遠心法（Ficoll－Hypaque法）にてリンパ節
内リンパ球を採取した．サブセットの解析に用いた
モノクローナル抗体の組合せはCD　4とCD　45　RA，
CD　ll　BとCD　8を用いた（表1）．このモノクロー
ナル抗体5μ1を添加し，4℃，30分，incubateの
後，phosphate　buffer　salin（PBS）に再浮遊させて，
flow　cytometryを用いてサブセットのtwo　color
analysisを行い，全リンパ球に対する陽性細胞率を
求めた．
　2）リンパ節内リンパ球Interleukin－2産生能
（IL－2産生能）測定法
　分離したリンパ球をPHA－Pで刺激し，37。C，48
時間培養し，得られた上清をIL－2依存性株CTLL
の培養液に添加し24時間培養した．harvestの6時
間前に0．5μCi［3H］thymidineでpulseし，［3H］
TdR　up　takeを測定した．
　3）リンパ節内LAK細胞活性測定法
　上記と同様にリンパ節内リンパ球を採取した後，
各リンパ球を1×106／mlに調節し，recombinant　IL－
2を50μ／mlで添加した．さらに，37℃，5％炭酸ガ
スの条件下で4日間培養したものを　Lymphkine－
Activated　Killer細胞（LAK細胞）とし，　effector
細胞とした．target　cellにDaudiを用い，4時間
の51Cr　release　assayにて細胞障害能を測定した．
E：Tratioは20：1とした．％cytotoxicity4）は次式
を用いて行った．
A群 B群 C群 D群
性　比
男女 10
U
14
T
13
S
94
年　齢（歳）
i平均年齢）
41～73
T7．2
7～69
U0．1
42～74
T9．4
39～71
T7．1
組織学的
i行程度
IIIIIIIV 10
S20
15
O40
15
P10
9310
リンパ節
]移
n（一）
氏i＋）
10
U
15
S
15
Q
94
（各背景因子：N．S．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　100　　Total　c．p．m－Spontaneous　c．p．m
　4）リンパ節内NK細胞活性測定法
　上記と同様にリンパ球を分離し，採取した細胞を
recombinant　IL－2を添加せずに培養したものを
Natural　Killer細胞（NK細胞）とし，　effector細
胞とした．細胞障害性を4時間の51Cr　release
assayにて行い，標的細胞はNK感受性のK562を
用いた．E：Tratioを10：1と20：1となるように
effector細胞を混合し，細胞障害能を測定した．％
cytotoxicityは前項の式を用いて行った．
　5）リンパ節転移度別検討
　リンパ節転移陽性症例の転移陰性リンパ節群（転
移陽性群）とリンパ節転移陰性症例の転移陰性リン
パ節群（転移陰性群）とに各群を分類し比較検討し
た．
　5．評価判定
　測定値はStudent　t－testにより検定した．
　O／．cytotoxicity　＝
Experimental　c．p．m－Spontaneous　c．p．m．
IV．研究成績
　1．背景因子
　対象とした患者65例は年齢42歳から77歳，平均
58．6歳，性別は男性46例，女性19例であり，性比，
年齢，胃癌のstage，リンパ節転移の陽性工数，陰性
例数などの背景因子は各群間に有意差は認めなかっ
た（表2）．
　2．進行程度
　組織学的進行程度（stage）はstage　I　49例，　stage
II　8例，　stage　III　8例であった．
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　A群のstage別の内訳はstage　I　10例，　stage　II
4例，stage　III　2例であった．　B群は各々15例，0
例，4例であった．C群は15例，1例，1例であった．
D群は9例，3例，1例であった（表2）．
　3．　リンパ節内免疫能
　1）　Suppressor　lnducer　T　cell　（CD　4’XCD　45
RA＋）
　CD　4＋×CD　45　RA＋は，　A群8．1±3．4％，　B群
11．8±4．4％，Ci群13．9±2．8％，D群12．3±4．1％で
あり，A群はB群，　C群，　D群に比し有意に低下
を認めた（P＜0．02）（図1）．
　2）　Helper　lnducer　T　cell　（CD　4’×CD　45　RA一）
　CD　4＋×CD　45　RA　は，　A群24．5±3．2％，　B群
24．0±4．3％，C群24．6±4．9％，D群23．9±5．9％で
あり，A群，　B群，　C群，　D群問に有意差は認めな
かった（図2）．
　3）　Suppressor　T　cell　（CD　11　B’×CD　8’）
　CD　l1　B＋×CD　8＋は，　A群0．7±0．3％，　B群
0．7±0．3％，C群0．7±O．3％，　D群0，7±0．3％であ
り，A群，　B群，　C群，　D群間に有意差は認めなか
った（図3）．
　4）　Cytotoxic　T　cell　（CD　11　B一×CD　8’）
　CD　l1　B一×CD　8＋ではA群12．7±1．9％，　B群
11．1±2．8％，C群9．7±2．6％，　D群10．3±2．9％で
あり，A群はC群，　D群に比し有意に増加を認め
た（P＜0．02）（図4）．
　5）IL－2産生能
　IL－2産生能はA群172．5±66．4U，　B群116．6±
（4）
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表3対象群のT細胞亜群比率
A　群 B　群 C　群 D　群
CD4＋CD45RA＋
bD4＋CD45RA－
bD11B＋CD8＋
bD11B－CD8＋
8。1±3．4
Q4．5±3，2
O。7±0．3
P2．7±1．9
11．8±4．4
Q4．0±4．3
O．7±0．3
P1．1±2．8
13．9±2．8
Q4，6±4．9
O．7±0．3
X．7±2．6
12．3±4．1
Q3．9±5。9
O．7±0．3
P0．3±2．9
（mean±SD　O／o）
表4　リンパ節転移度別T細胞亜群比率
A　群 B　群 C　群 D　群
CD4＋CD45RA＋転移陽性群]移陰性群
7．2±3．2
W．5±3．5
11．5±3．1
P1．9±4．8
14．9±4．8
P3．8±2．7
12．7±5．7
P2．2±3，5
CD4＋CD45RA一転移陽性群]移陰性群
22．3±3．3
Q5．5±2．7
25．2±3．9
Q3．7±4，4
24．2±1．3
Q4．6±5．2
23．7±7．6
Q4．0±5．5
CD11B＋CD8＋転移陽性群]移陰性群
0．6±0。3
O．7±0。3
0．7±0．2
O．7±0．3
0，7±0．2
O．7±0．3
0．7±0．2
O．7±0．3
CDllB－CD8÷転移陽性群]移陰性群
12．5±2．2
P2．8±1．8
10．5±2．2
P1．3±3．0
9．0±3。1
X．8±2．7
10．0±2．3
P0．5±3．2
（mean±SD　O／o）
55．6U，C群49．1±47．6　U，D群66．4±34．1Uであ
り，A群はB群，　C群，　D群に比し有意に増加し
た（P＜0．02），また，B群はC群に比し有意に増
加した（P＜0．02）（図5）．
　6）LAK活性
　LAK活性はA群12．6±4．1％，　B群14．3±
13．8％，C群16．1±16。6％，　D群14．3±14．5％であ
り，A群，　B群，　C群，　D群間に有意差を認めなか
った（図6）．
　7）NK活性
　NK活性はE：T　ratio　10：1でA群1．3±1．2％，
B群1．1±1．1％，C君羊1．8±1．6％，D群1．5±1．2％
であり，A群，　B群，　C群，　D群間に有意差を認
めなかった．また，E：Tratio　20：1でもA群1．8±
1．1％，B群2．3±1．9％，　C君羊2．4±1．7％，　D君羊
1．8±2．3％であり，A群，　B群，　C群，　D群間に有
意差を認めなかった（図7－1，7－2）．
　4．　リンパ節転移度別リンパ節内免疫能
　1）　Suppressor　lnducer　T　cell　（CD　4’XCD　45
RA＋）
　CD　4＋×CD　45　RA＋は，転移陽性群ではA群
7．2±3．2％，B君羊11．5±3．1％，C群14．9±4．8％，D
群12．7±5．7％であった．転移陰性群ではA群
8．5±3．50／o，　B　iE12＃　11．9±4．8％o，　C　iElli：　13．8±2．7％o，　D
群 2．2±3．5％であった．転移陰性群のA群はC群
に比し有意に低下（P＜O．02）し，A群はD群に比
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し低下傾向を認めた（図8－1，8－2）．
　2）　Helper　lnducer　T　cell　（CD　4’　X　CD　45　RA一）
　CD　4＋×CD　45　RA一は，転移陽性群はA群22．3±
3．3％，B群25．2±3．9％，　C群24．2±1．3％，　D群
23．7±7，6％であった．転移陰性群ではA群25．5±
2．7％，B群23．7±4．4％，　C群24．6±5．2％，　D群
24．0±5．5％であり，A群，　B群，　C群，　D群間に
有意差は認めなかった（図9－1，9－2）．
　3）　Suppressor　T　cell　（CD　11　B’XCD　8’）
　CD　ll　B＋×CD　8＋は，転移陽性群はA群0．6±
0．3％，B群0．7±O．2％，C群0．7±0．2％であった．
転移陰性群はA群0．7±0．3％，B群0．7±0．3％，　C
07土。・3　0．7±03　07±0・3　0，7土0．3
図10－2
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転移陰性群のTs細胞比率
群0．7±0．3％であり，A群，　B群，　C群，　D群間
に有意差は認めなかった（図10－1，10－2）．
　4）　Cytotoxic　T　cell　（CD　11　B－XCD　8’）
　CD　11　B一×CD　8＋では転移陽性群はA群12．5±
2．2％，B群10．5±2．2％，C群9。0±3．1％，D群
10．0±2．3％であった．転移陰性群はA群12．8±
1．8％，B君羊11．3±3．0％，　C君羊9．8±2．7％，　D群
10．5±3．2％であり，転移陽性群では差を認めなかっ
たが，転移陰性群のA群はC群に比し有意に増加
した（P〈0．02）（図11－1，11－2）．
　5）IL－2産生能
　IL2産生能は転移陽性群ではA群151．8±24．4
（6）
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U，B群77．0±31．5　U，　C群72．8±95．1U，　D群
69．6±50．6Uであり，　A群はB群，　C群，　D群に
比し有意な増加（P＜0．05）を認めた．転移陰性群で
はA群182．0±77．9U，　BMk　127．1±56．6U，C群
48．5±45．9U，　D群62．5±31．4　UでありA群，　B
群はC群，D群に比し有意に増加した（P＜0．05）
（図12－1，12－2）．
　6）LAK活性
　LAK活性は転移陽性群ではA群11．5±4．1％，　B
群15．2±8．5％，C群7．8±0．0％，　D群16。6±
17．2％であり，有意差を認めなかった．転移陰性群
はA群12．8±4．5％，B群14。1±14．8％，　C群
17．0±17．4％，D群13．2±14．1％であり，　A群，　B
群，C群，　D群問に有意差を認めなかった（図13－
1，　13－2）．
　7）NK活性
　NK活性はE：Tratio　lO：1で転移陽性群ではA
群1．5±1．4％，B群1．6±1．6％，C君羊3．1±0．0％，D
群1．4±1．6％であり，有意差を認めなかった．転移
陰性群ではA群L2±1．2％，　B群0．9±0．9％，　C群
1．7±1．7％，D群1．4±1．3％であり，　A群，　B群，
C群，D群間に有意差を認めなかった．また，　E：T
ratio　20：1では転移陽性群ではA群1．8±0．8％，
B群2．3±2．5％，C群3．2±0．0％，D君羊2。2±2．4％
（7）
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であり，転移陰性群ではA群1．9±1．2％，B群
2．3±1．7％，C群2．4±1．7％，　D群1．6±2．4％であ
り，A群，　B群，　C群，　D座間に有意差を認めなか
った（図14－1，14－2．14－3，14－4）．
V．考 察
　癌病巣の所属リンパ節内のリンパ球にはその癌に
由来する何らかの免疫学的機序が働くとされてい
る．Mitchison5）は，担癌宿主のリンパ節細胞を無処
置動物に注入すると移植片を拒絶しその癌に対する
免疫能が生ずると報告している．Fisherら6）は移植
腫瘍を用いた動物実験により，所属リンパ節が抗腫
瘍免疫の成立に重要であることを示した．ヒトにお
いても，所属リンパ節リンパ球の形態学的または機
能的研究から，腫瘍細胞の破壊に関与すると考えら
れるKiller活性及びIL－2産生能の高値7），　IL－2添
加によるcytotoxityの増強8）などの抗腫瘍能を示
すという報告がみられ，所属リンパ節は生体の腫瘍
に対する防御の最前線であると推測されている9）．
小尾10）は胃癌患者にレンチナンを局注した群と局
注を施行しない群を比較し，局注した群ではリンパ
節転移陰性症例の1群リンパ節（n、），また，リンパ
節転移陽性症例のn、～、のリンパ節のcytotoxic　T
ce11（Tc細胞）の増加，　IL－2産生能の増加を認めた
と報告している．渡辺11）12）は胃癌患者の所属リンパ
節におけるT細胞晶群，IL－2産生能の検討から，
リンパ節転移陰性症例の所属リンパ節リンパ球の腫
瘍細胞の破壊に関与するKiller　T　ce11，　helper　T
cell（Th細胞）等は非担癌症例のものと同様であっ
たが，IL－2産生能は高まっていた．しかし，リンパ
節転移陽性症例の近位転移陰性リンパ節では低下
し，遠位では変化がなかったと報告している．
　本研究では，所属リンパ節内のリンパ球の抗腫瘍
能を高め，癌の進展を防止する目的で，胃癌病巣に
対して内視鏡的に術前に活性炭吸着レンチナン，レ
ンチナン，活性炭の局注を行い，レンチナン全身投
与群を対照とし，n1リンパ節の機能について，　T細
胞各種亜系の構成比率，IL－2産生能，　LAK細胞活
性，NK細胞活性を測定検討した．レンチナン局注
群（B群）のn、リンパ節リンパ球のIL－2産生能は
116．6±55．6Uで，レンチナンを全身投与した群（D
群）の66．4±34．1Uに比べ有意の増加（P＜0．02）
を認めた．しかし，T細胞の各種亜群，　NK細胞活
性，LAK細胞活性に関しては有意な増加は認めら
れなかった．転移陽性群のnlリンパ節ではT細胞
の各種亜群，NK細胞活性，　LAK細胞活性の増加
（8）
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は認めず，IL－2産生能に関しても有意な増加は認め
なかった．転移陰性群のn、リンパ節でも同様にT
細胞の各種亜群，NK細胞活性，　LAK細胞活性の
増加は認めなかったが，IL－2産生能に関してはB
群127．1±56．6U，　D群62．5±31．4UとB群に有
意な増加（P〈0．05）を認めた．
　レンチナンを全身投与した場合，全身的な免疫能
が賦活化され，その結果として所属リンパ節の免疫
能の賦活化が行われるが，一・二二病巣周囲に局注さ
れたレンチナンは，リンパ流を介し高濃度に所属リ
ンパ節に達する．谷ら13）は胃癌患者の脾臓からのマ
クロファージを分離し，レンチナンと勿碗70で培
養し，細胞障害性マクロファージ活性の上昇を観察
しているが，これと同じ機序でレンチナンは全身的
な免疫機構に先んじてリンパ節内局所でマクロファ
ージの賦活化が行われている可能性が示唆された．
　活性炭吸着レンチナンを局注したA群のn1リン
パ節リンパ球のsuppressor　inducer　T　cell（Tsi細
胞）比率は8．1±3．4％，Tc細胞比率12．7±1．9％，
IL2産生能172．5±66．4uであり，　D群ではTsi
細胞比率12．3±4．1％，Tc細胞比率10．3±2．9％，
IL－2産生能66．4±34．1Uであり，　A群ではn、リ
ンパ節リンパ球のTis細胞比率の有意な低下（P＜
0．02），Tc細胞比率の有意な増加（P＜0．02），IL－2
産生能の有意な増加（P＜0．02）を認めた．また，B
群のTsi細胞比率は11．8±4．4％，　IL－2産生能
116．6±55．6Uであり，　A群のn、リンパ節リンパ
球のTsi細胞比率の有意な低下（P＜o．02），IL－2
産生能の有意な増加（P＜0．02）を認めた．A群の
転移陰性群ではTsi細胞8．5±3．5％，　IL－2産生能
182．o±77．9Uであり，　D群の転移陰性群ではTsi
細胞12．2±3．5％，IL－2産生能62．5±31．4Uであ
った．A群の転移陰性群はD群の転移陰性群に比
しTsi細胞比率の低下傾向，　IL－2産生能の有意な増
加（P〈0．05）を認めた．また，A群の転移陽性群
ではIL－2産生能，　B群の転移陽性群，　D群の転移
陽性群に比しIL－2産生能の有意な増加（P＜0．05）
を認めた．
　以上よりA群ではB群，D群よりもn、リンパ
節の潜在的な抗腫瘍能が増強され，腫瘍の進展に対
しbarrierとなり，特に，リンパ節転移陽性群のn1
リンパ節の免疫能はレンチナン全身投与，レンチナ
ン局注では増加はないが，活性炭吸着レンチナンの
局並は転移の有無にかかわらず免疫能を増強させる
可能性が確認された．
　この結果は，微粒子活性炭は優れたりンパ指向性
を示し，リンパ流を介し高濃度に所属リンパ節に達
し蓄積する．そのため，微粒子活性炭に吸着された
レンチナンはリンパ節内で脱離する機能的徐放効果
を示し，濃度を長時間高値に維持するため，全身的
な免疫機構に先んじてリンパ節内でマクロファージ
の賦活化が行われている可能性が解明された．
　中性多糖類であるレンチナンは，免疫賦活物質の
うちでも高度に純化され，比較的その特性及び作用
機序が明確となっており，他の免疫療法剤と種々な
点で作用の異なった特徴を有している1）．精製され
た中性多糖は，直接細胞毒作用を持たず宿主仲介性
作用により抗腫瘍性を発現し，活性化されたT細胞
より産生されるlymphokineに対するeffector細
胞の反応性を充進させる．この結果として誘導増強
されたeffector細胞が癌特異免疫応答に対して働
くことが確認されている1）．生体内においてTh細胞
に直接働いてIL－2産生を増強する作用は持たない
が，マクロファージを活性させることにより
Interleukin－1（IL－1）の産生を高める．　IL－1は腫瘍
抗原により活性化されたTh細胞に作用しIL－2を
産生させる．また，抗腫瘍effector細胞と考えられ
ているLAK細胞，　NK細胞，　Tc細胞などのIL－2
に対する感受性を増強させることが明らかになって
いる14）15）16）．
　本研究においてTh細胞数の増加は認められなか
ったが，IL－2産生能の増強を認めることによりTh
細胞及び他の活性化したTcellは機能の増強が確
認された．リンパ節内のマクロファージはごく少数
であり，機能増強を評価する方法は確立していない
が，レンチナンが直接Th細胞に作用しないことよ
り，活性化されたことが確認された．
VI．結 語
　L微粒子活性炭は優れたりンパ指向性を示し，リ
ンパ流を介し所属リンパ節に達し蓄積する．そのた
め，微粒子活性炭に吸着されたレンチナンはリンパ
節内で脱離する機能的徐放効果を示し，濃度を長時
間高値に維持する．
　2．活性炭吸着レンチナンを局注した浸する（A
群）はレンチナンを全身投与した群（D群）に比し
n、リンパ節リンパ球のTsi細胞比率の有意な低下
（P＜0．02），Tc細胞比率の有意な増加（P＜0．02），
（9）
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IL－2産生能の有意な増加（P＜0．02）を認めた．
　3．活性炭吸着レンチナンを局注した群（A群）は
レンチナンを局注した群（B群）に比しn、リンパ
節リンパ球のTis細胞比率の有意な低下（P〈
0．02），IL－2産生能の有意な増加（P＜0．02）を認め
た．
　4．活性炭吸着レンチナンを局注した群（A群）の
転移陰性群はレンチナンを全身投与した群（D群）
の転移陰性群に比しTis細胞比率の転移傾向とIL－
2産生能の有意な増加（P＜0．05）を認めた．
　5．活性炭吸着レンチナンを局注した群（A群）の
転移陽性群ではレンチナンを下野した群（B群）の
転移陽性群，レンチナンを全身投与した群（D群）
の転移陽性群に比しIL－2産生能の有意な増加
（P＜0．05）を認めた．
　6．レンチナンを局注した群（B群）の転移陰性群
ではレンチナンを全身投与した群（D群）の転移陰
性群に比しn1リンパ節ではT細胞の各種亜群，　NK
細胞活性，LAK細胞活性の増加は認めなかったが，
IL－2産生能に関しては有意な増加を認めた（P＜
O．05）．
　7．レンチナンを局注した群（B群）の転移陽性群
はレンチナンを全身投与した群（D群）の転移陽性
群に比しn、リンパ節ではT細胞の各種亜群，IL－2
産生能，NK細胞活性，　LAK細胞活性の有意な増
加は認めなかった．
　8．以上，本研究の結果より活性炭吸着レンチナン
の局注は，レンチナンの局注，レンチナンの全身投
与に比較して胃癌症例のn、リンパ節の抗腫瘍能，特
に，リンパ節転移陽性群，陰性群にかかわらずn、リ
ンパ節の免疫能の増強，抗腫瘍能の増強がなされた
可能性があり，腫瘍転移防止などに対する有用性が
示唆された．
　稿を終えるに臨み，御指導，御校閲賜りました恩
師木村幸三郎教授に深甚なる謝意を捧げると共に，
御協力頂きました東京医科大学外科第三講座の教室
員各位に感謝申し上げます．なお，本論文の要旨の
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